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全
国
へ
花
々
を
届
け
る

　
花
き
栽
培
は
、
大
月
市
で
は
主
要
な
農
産
物
の
一
つ
で
す
。

七
保
町
下
和
田
で
園
芸
用
の
花
き
栽
培
を
行
う
矢や
と
う頭
恵け

い
ぞ
う造
さ
ん

の
農
園
で
は
、
主
に
ナ
デ
シ
コ
と
シ
ク
ラ
メ
ン
を
栽
培
し
、
出

荷
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
シ
ク
ラ
メ
ン
は
、
１
月
の
種
ま
き
か

ら
始
ま
り
、
12
月
の
出
荷
ま
で
１
年
掛
か
り
の
栽
培
と
な
り
ま

す
。

　

愛
情
を
か
け
、
た
く
さ
ん
の
つ
ぼ
み
を
つ
け
た
シ
ク
ラ
メ
ン

は
、冬
の
家
庭
を
彩
る
花
と
し
て
、東
京
や
名
古
屋
へ
出
荷
さ
れ
、

全
国
へ
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

矢
頭
さ
ん
は
、
20
歳
か
ら
園
芸
の
道
に
入
り
40
年
以
上
、
花

き
栽
培
一
筋
に
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
大
月
市
内
で
は
、
多

く
が
兼
業
農
家
や
退
職
後
の
就
農
者
で
あ
る
中
、
数
少
な
い
専

業
農
家
で
す
。

　
今
も
、
４
０
０
坪
（
１
，
３
０
０
㎡
）
の
敷
地
に
あ
る
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
温
室
４
棟
で
は
、
色
と
り
ど
り
の
花
々
が
出
荷
の

時
を
待
っ
て
い
ま
す
。

「
私
が
こ
こ
で
農
業
を
始
め
た
と
き

は
、
大
月
市
に
も
専
業
農
家
も
何
名

か
い
た
が
、
今
は
農
業
だ
け
で
生
活

し
て
い
る
人
は
数
え
る
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
花
は
、
嗜
好
品
で
あ

る
た
め
、
景
気
に
左
右
さ
れ
る
。
今

は
、
農
業
だ
け
で
や
っ
て
い
く
の
は

大
変
だ
け
ど
、
大
月
市
で
も
農
業
で

生
活
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と

思
う
。」（
矢
頭
さ
ん
）

（温室の中で出荷を待つシクラメン）



大月市の農業について

　

農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
28
年
か
ら

農
地
の
利
用
状
況
を
調
査
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
間
、
再
生
可
能
な
農
地
所
有

者
に
対
し
て
、
農
地
の
利
用
意
向
を
お

聞
き
す
る
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
適

正
な
農
地
管
理
を
お
願
い
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、山
林
化
し
た
農
地
に
は
「
非

地区名 耕作中 再生可能 再生困難 その他 計
笹子 21.4 2.7 17.5 11.5 53.1
初狩 37.3 4.8 23.8 12.0 77.9
真木 34.5 7.1 49.4 10.1 101.1
大月 16.5 4.3 11.7 12.1 44.6
賑岡 65.4 10.1 34.6 20.9 131.0
七保 54.7 13.0 49.5 31.0 148.2
瀬戸 31.2 10.8 50.7 69.2 161.9
猿橋 67.5 11.7 73.3 34.2 186.7
富浜 62.8 18.0 34.2 26.2 141.2
梁川 40.0 8.1 47.2 26.5 121.8
合計 431.3 90.6 391.9 253.7 1,167.5
割合 36.9% 7.8% 33.6% 21.7% 100.0%

【令和元年大月市利用状況調査結果】 （単位：ha）

【表の見方】
耕作中　…農地が整備され、草刈り耕うん等の保全管理がされている状態。
　　　　　梅や柿などの果樹栽培も含まれます。
再生可能…多年草が繁茂し、耕作されていない状態。農業用機械を使い再
　　　　　生することが可能な農地。いわゆる遊休農地です。
再生困難…放置され、成木が生え山林原野化した状態。農地に戻すことが
　　　　　困難な状態。
その他　…無断転用されている状態。進入路がなく調査できない農地。道
　　　　　路・河川・鉄道等の公共用地など

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た

　
　
　
　
～
利
用
状
況
調
査
結
果
～農

地
通
知
書
」
を
順
次
送
付
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
に
比
べ
、
遊
休
農
地
に
対
し
、

草
刈
り
等
を
行
い
、
利
用
可
能
な
状
態

で
管
理
す
る
農
地
の
増
加
傾
向
が
見
受

け
ら
れ
る
一
方
、
作
付
け
さ
れ
ず
に
い

る
農
地
は
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
後
継

者
不
足
は
進
行
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
鳥
獣
被
害
の
報
告
は
減
る
こ

と
が
な
く
、
イ
ノ
シ
シ
に
荒
ら
さ
れ
た

畑
や
、
収
穫
前
の
畑
を
荒
ら
さ
れ
耕
作

意
欲
を
失
っ
た
と
い
う
話
を
耳
に
し
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
大
月
市
内
で
新
た

に
農
業
を
始
め
た
い
と
い
う
人
も
少
し

ず
つ
で
す
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
、

農
業
法
人
等
に
よ
る
大
規
模
な
農
地
集

約
が
さ
れ
、
耕
作
放
棄
地
が
解
消
す
る

こ
と
に
期
待
し
ま
す
。

　

七
保
町
林
の
坂
本
さ
ん
は
、
自
営
業

を
営
む
傍
ら
、
３
，
０
０
０
㎡
ほ
ど
の

農
地
を
耕
作
し
て
い
ま
す
。
農
業
を
始

め
た
の
は
60
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
で
、
耕

作
さ
れ
な
い
農
地
を
何
と
か
し
た
い
と

思
い
、
始
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

栽
培
し
て
い
る
作
物
は
、
少
量
な
が

ら
多
品
種
に
わ
た
り
、
ナ
ス
、
ネ
ギ
、

ダ
イ
コ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
30
品
種
ほ

ど
。
中
に
は
、シ
ョ
ウ
ガ
や
コ
リ
ン
キ
ー

（
サ
ラ
ダ
か
ぼ
ち
ゃ
）
な
ど
市
内
で
は
珍

し
い
品
種
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
「
最
近
は
火
を
入
れ
ず
、
サ
ラ
ダ
感
覚

で
食
べ
ら
れ
る
野
菜
が
人
気
で
す
。」
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

収
穫
物
は
、
都
留
市
や
小
菅
村
の
道

の
駅
に
出
荷
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

坂
本
さ
ん
に
農
業
に
対
す
る
思
い
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
現
在
、
大
月
市
の
農
業
の
担
い
手

は
、
我
々
の
よ
う
な
団
塊
の
世
代
が
中

心
で
、
若
い
世
代
が
続
い
て
こ
な
い
の

が
残
念
で
あ
る
。
今
は
、
市
外
の
直
売

所
へ
出
荷
し
て
い
る
が
、
大
月
で
採
れ

た
も
の
を
市
外
に
出
荷
す
る
の
は
、
心

苦
し
い
。
市
内
で
農
作
物
の
受
け
皿
が

あ
れ
ば
い
い
と
思
う
。

　

大
月
市
内
の
農
業
者
は
、
自
家
消
費

が
多
い
が
、
多
少
で
も
収
入
と
な
り
、

儲も
う

か
る
農
業
と
な
れ
ば
、
中
山
間
で
も

耕
作
放
棄
地
は
減
っ
て
い
く
と
思
う
。」

　
収
穫
に
合
わ
せ
、
計
画
的
に
種
ま
き
、

作
付
け
を
し
、
売
れ
る
作
物
を
育
て
る
。

努
力
と
研
究
を
惜
し
ま
ず
、
日
々
畑
に

立
つ
坂
本
さ
ん
で
し
た
。

新
た
に
農
業
を
始
め
て

　
七
保
町　
坂さ
か
も
と本　
勝か
つ
し史
さ
ん



大月市農業委員会の活動報告

　

意
見
書
の
内
容
は
、
農
業
委
員
会
で

毎
年
実
施
し
て
い
る
農
地
の
利
用
状
況

調
査
の
結
果
と
農
業
者
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
相
談
な
ど
か
ら
、
大
月
市
の
農
業
が

抱
え
る
問
題
点
に
つ
い
て
。

①
後
継
者
問
題

②
耕
作
放
棄
地
の
問
題
と
実
情

③
鳥
獣
被
害
状
況

④
農
業
収
入
の
課
題

を
挙
げ
、
そ
の
問
題
へ
の
対
策
と
し
て
、

農
業
委
員
会
か
ら
市
の
農
業
振
興
に
対

す
る
検
討
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

提
言

①
鳥
獣
対
策
の
拡
充

②
新
規
就
農
者
や
法
人
へ
の
助
成
制
度

③
農
産
物
の
出
荷
先
の
確
保

④
観
光
と
農
業
の
結
び
付
け

　

令
和
２
年
３
月
２
日
、
農
業
委
員
会

の
志し
む
ら村
喜よ

し
み
つ光
会
長
と
小こ

ば
や
し林
良り

ょ
う
じ次
会
長
職

務
代
理
が
、
小こ
ば
や
し林

信の
ぶ
や
す保

市
長
を
訪
ね
、

大
月
市
の
農
業
行
政
に
対
す
る
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

小
林
市
長
は
、
平
成
26
年
か
ら
農
業

委
員
で
あ
っ
た
経
験
が
あ
り
、
農
業
行

政
に
関
心
が
深
く
、
今
後
の
方
針
に
参

考
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
農
業
委
員

会
の
意
見
を
提
言
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
11
月
28
日
、
信
州
の
富
士

見
町
へ
県
外
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。
目
的
は
、
県
外
の
農
業
先
進
地
を

視
察
す
る
こ
と
で
、
本
委
員
会
の
活
動

の
指
針
と
す
る
た
め
で
す
。

　

富
士
見
町
は
、
人
口
１
万
４
，

５
０
０
人
。
面
積
は
大
月
市
の
約
半
分

だ
が
、
農
地
面
積
は
大
月
の
倍
近
く
あ

り
、
広
大
で
整
備
さ
れ
た
農
地
が
目
に

付
き
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
に
素
晴
ら
し
い
庁
舎
に
到

着
し
た
我
々
は
、
富
士
見
町
農
業
委
員

会
の
皆
さ
ん
か
ら
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

農
業
が
盛
ん
な
富
士
見
町
で
も
、
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
の
減

少
に
よ
り
遊
休
農
地
が
増
え
、
問
題
と

な
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
町
の
取
り
組
み
と
し

て
「
農
業
で
人
口
減
少
を
抑
え
る
」「
農

業
で
公
益
を
創
出
す
る
」
こ
と
を
掲
げ
、

「
法
人
の
誘
致
」「
新
規
就
農
者
へ
の
助

成
」「
レ
タ
ス
の
産
地
化
」「
水
田
の
再

基
盤
整
備
」
等
を
進
め
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
カ
ゴ
メ
野
菜
生
活
フ
ァ
ー
ム
の

政
に
生
か
せ
る
よ
う
検
討
し
た
い
、
と

い
う
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
外
先
進
地
外
視
察
研
修
の
報
告

　
　
～
農
業
委
員　
佐さ

と
う藤　

孝た
か
よ
し義

企
業
を
誘
致
し
、
50
名
以
上
の
雇
用
と

年
間
３
万
人
の
観
光
客
誘
致
を
目
指
し

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
も
問
題
と
な
っ
て
い

る
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て
、
同
じ
中
山

間
地
域
と
し
て
「
毎
年
被
害
の
実
態
調

査
」
を
行
い
、「
町
全
体
の
囲
い
込
み
」

「
山
林
と
農
地
の
間
の
伐
採
」
等
を
行
っ

て
い
る
が
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
地
域

の
人
た
ち
の
意
欲
の
維
持
だ
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　

有
意
義
な
研
修
の
後
、
話
題
と
な
っ

た
カ
ゴ
メ
野
菜
生
活
フ
ァ
ー
ム
の
工
場

見
学
と
「
道
の
駅
」
を
見
学
し
、
大
月

市
で
も
大
規
模
な
農
業
法
人
や
出
荷
先

の
確
保
は
、
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
農
業
委
員
会
と
し
て
与

え
ら
れ
た
環
境
の
中
で
精
い
っ
ぱ
い
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
は
、
東
京
五
輪
や
大
型

ホ
テ
ル
建
設
な
ど
に
よ
り
市
を
訪
れ
る

人
は
増
大
す
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ

の
機
を
逃
さ
な
い
た
め
に
も
、
こ
こ
で

の
意
見
書
の
提
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

志
村
会
長
か
ら
、
各
農
家
が
抱
え
る

問
題
点
、
特
に
鳥
獣
被
害
と
後
継
者
問

題
に
つ
い
て
の
実
情
を
述
べ
、
市
長
自

身
も
イ
ノ
シ
シ
解
体
の
体
験
や
本
市
農

業
の
課
題
等
に
つ
い
て
話
を
さ
れ
ま
し

た
。

　

小
林
市
長
か
ら
も
、
今
後
の
農
業
行

小
林
市
長
に
意
見
書
を
提
出



農業委員会からのお知らせ

●
発
行　
大
月
市
農
業
委
員
会　

●
編
集　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集

　
　
　
　
委
員
会　
☎
(20)
１
８
３
６

　
　
　
　
　
　
　
　
fax

(20)
１
５
３
３

　
　
　
　
　
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

　

昨
年
は
、
猛
暑
と
台
風
の
災
害
に
悩

ま
さ
れ
た
１
年
で
し
た
。
収
穫
を
控
え

た
稲
が
倒
さ
れ
る
な
ど
の
被
害
に
あ
う

農
家
も
あ
り
、
自
然
を
相
手
に
す
る
農

業
の
大
変
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

我
々
23
期
農
業
委
員
会
も
今
年
の
７

月
ま
で
の
任
期
と
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、

市
全
体
の
農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
現
地

調
査
な
ど
を
通
じ
、
市
内
の
農
業
が
抱

え
る
問
題
、
鳥
獣
被
害
や
後
継
者
問
題

の
実
態
を
目
の
当
た
り
に
し
、
何
か
対

策
を
し
な
け
れ
ば
と
考
え
る
こ
と
が
、

し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、

農
業
で
頑
張
ろ
う
と
い
う
人
に
も
接
し

て
き
ま
し
た
。
工
夫
を
す
れ
ば
、
大
月

市
の
農
業
は
ま
だ
ま
だ
生
か
せ
る
と
思

い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、

市
内
に
も
大
型
ホ
テ
ル
が
建
設
さ
れ
ま

す
。
人
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
る
１
年

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
波
に
乗
り
、
市

内
農
業
が
変
わ
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈

り
ま
す
。

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
よ
り
、
委
員
の
選
定
方
法
が
選

挙
制
か
ら
市
長
の
任
命
制
に
変
わ
り
、

３
年
の
任
期
が
令
和
２
年
７
月
ま
で
と

な
り
、
こ
こ
で
改
選
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
推
薦
・
応
募
方
法
】

　

候
補
者
は
、
地
区
等
か
ら
の
推
薦
、

農
業
に
係
る
団
体
か
ら
の
推
薦
、
立
候

補
の
い
ず
れ
か
で
す
。

【
推
薦
・
応
募
書
類
の
配
布
・
提
出
先
】

　

応
募
要
項
、
応
募
用
紙
は
、
大
月
市

農
業
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は
農
業
委
員
会
事

務
局
（
花
咲
庁
舎
２
階
）
に
て
配
布
い

た
し
ま
す
。

　

提
出
は
、
大
月
市
農
業
委
員
会
事
務

局
へ
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
応
募
期
間　

　
令
和
２
年
４
月
13
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
月
１
日
（
金
）

〇
選
定
方
法　

　
農
業
委
員
会
選
定
委
員
会
に
て
審
査

　
市
議
会
に
て
承
認

〇
任
期　

　
令
和
２
年
７
月
20
日
～　

　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
７
月
19
日

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
願
い

　

農
地
は
、
日
本
の
食
糧
を
支
え
る
た

め
の
大
切
な
土
地
で
す
。
そ
の
た
め
、

固
定
資
産
税
の
優
遇
な
ど
保
護
さ
れ
て

い
る
一
方
で
、
農
地
法
に
よ
り
売
買
や

貸
借
、
農
地
以
外
の
目
的
で
使
う
転
用

が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
売
買
、
貸
借
、

転
用
を
お
考
え
の
方
は
必
ず
農
業
委
員

会
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
地
と
知
ら
ず
に
家
を
建
て
て
し

ま
っ
た
等
お
困
り
の
場
合
も
、
農
業
委

員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
が
必
要
な
事
項

○
農
地
の
売
買
・
貸
借
・
贈
与

　
　
　
　
・
・
・
農
地
法
３
条
の
申
請

○
農
地
の
転
用
（
農
地
以
外
に
利
用
）

　
　
自
分
の
農
地
を
転
用
し
た
い

　
　
　
　
・
・
・
農
地
法
４
条
の
申
請

　
　
農
地
を
売
買
し
て
転
用
し
た
い

　
　
　
　
・
・
・
農
地
法
５
条
の
申
請

届
出
が
必
要
な
事
項

○
相
続
に
よ
り
農
地
を
取
得

　

い
ず
れ
の
申
請
書
も
、
農
業
委
員
会

で
配
布
し
ま
す
。
大
月
市
農
業
委
員

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

編
集
後
記

農
業
委
員

募
集
人
員　
14
名

主
な
仕
事

①
農
地
利
用
最
適
化
の
推
進

②
農
地
の
貸
借
・
売
買
の
許
可

③
農
地
の
転
用
に
関
す
る
意
見

④
毎
月
の
総
会
へ
の
出
席
及
び
現

　
地
調
査

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

募
集
人
員　
概
ね
10
名

主
な
仕
事

①
担
当
地
区
に
て
農
地
利
用
の
最

　
適
化
の
た
め
の
現
場
活
動

②
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止

③
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積

④
必
要
に
応
じ
て
各
種
会
議
へ
の

　
出
席

担
当
地
区

　
笹
子
・
初
狩　

　
真
木
・
大
月

　
賑
岡
・
七
保

　
瀬
戸
・
猿
橋

　
富
浜
・
梁
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
１
名


